
株式に関するお手続きについて
証券会社をご利用の株主様

口座を開設されている証券会社等に
お問い合わせください。

特別口座に記録された株式をご所有の株主様

三菱UFJ信託銀行 証券代行部に
お問い合わせください。

〒137-8081東京都江東区東砂七丁目10番11号
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部

商　　　 号
WEBサイト
本　　　 社

資　本　金
設　　　 立
従 業 員 数

事 業 内 容

支店・営業所
連結子会社

株式会社ネクスト（NEXT Co., Ltd.）
http://www.next-group.jp/
〒108-0075 東京都港区港南2-3-13
品川フロントビル
1,992百万円
1997年（平成9年）3月
597名／前期比＋18名
（グループ連結、派遣・アルバイト社員含む）

不動産情報サービス
地域コミュニティ
その他
大阪・福岡・名古屋・沖縄
株式会社レンターズ
株式会社リッテル※

※2011年4月1日をもって吸収合併

代表取締役社長   井上　高志
取締役執行役員   森野　竜馬
取締役執行役員   浜矢　浩吉
取締役執行役員   板谷　隆一
社 外 取 締 役   三木谷　浩史※1

常 勤 監 査 役   塚田　滋※2

常 勤 監 査 役   長谷川　隆※2

監     査     役   松嶋　英機※2

 

※1は、会社法第2条第15号に定める社外取締役です。
※2は、会社法第2条第16号に定める社外監査役です。

発行済株式総数／ 187,650株（内、自己名義株式120株）
株主数／ 3,734名 <2010年9月末比+479名>

井上 高志
楽天株式会社
株式会社たぱぐ
ゴールドマン・サックス・アンド・
カンパニーレギュラーアカウント
UBS SECURITIES LLC-HFS CUSTOMER 
SEGREGATED ACCOUNT
モルガンスタンレーアンド
カンパニーインク
日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社(信託口）
野村信託銀行株式会社(投信口 )
プロスペクト ジャパン 
ファンド リミテッド
ザ ベイリー ギフォード ジャパン 
トラスト ピーエルシー

事業年度

期末配当金受領株主確定日

定時株主総会

株主名簿管理人
特別講座の口座管理機関

上場証券取引所

証券コード

公告の方法

毎年4月1日から翌年3月31日

3月31日

毎年6月

三菱UFJ信託銀行株式会社

東京証券取引所　市場第一部

2120

電子公告により行います。
[広告掲載の当社ホームページ]
http://www.next-group.jp/

70,235
30,000
7,858

4,937

4,384

3,031

2,853

2,756

2,330

2,078

37.4
16.0
4.2

2.6

2.3

1.6

1.5

1.5

1.2

1.1

持株数(株 ) 持株比率(%)

大豆油インキで印刷しています

ただし、やむを得ない事由により電子公告
による公告ができない場合は、日本経済
新聞に掲載して行います。

受付時間／土・日・祝日を除く  9:00 ～ 17:00
0120-232-711　

個人その他
102,210株 
（54.5%）

自己名義株式
120株 
（0.1%）

金融機関
11,617株 
（6.2%）

政府及び地方公共団体
8株（0.0%）

金融商品取引業者
3,960株（2.1%）
その他の法人
40,348株
（21.5%）

外国法人等
29,387株（15.7%）

証券コード：2120

掲載物件数No.1を目指して

『HOME’S』を見れば必ず見つかる！
アトピー有症者向けケータイサイト

「eQOLスキンケア」で医療情報分野に進出

第16期 株主通信
2010年4月1日～ 2011 年3月31日

会社概要 株式情報

株主メモ

2011 年 3 月 31 日現在2011 年 3 月 31 日現在

取締役及び監査役 2011 年 6 月 23 日現在
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連結売上高

当期は売上高10,738百万円（前期比0.4%
減）、営業利益1,749百万円（同11.6%減）と、設
立以来初の減収減益となりました。この結果を
真摯に受け止め、改善していきます。
この要因の１つとしては、連結子会社である株
式会社ネクストフィナンシャルサービス（NFS
社）の全株式売却に伴い、賃貸保証事業から撤
退したためです。もう１つの要因としては2011
年1月に不動産情報サービスのうち、主力であ
る「HOME’S賃貸・不動産売買」において課金
形式を変更した結果、収益が想定を下回ったこ
とが挙げられます。既に打つべき施策を講じ、
徐々に改善しつつあります。今回の課金形式の
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（単位：百万円）
連結営業利益
（単位：百万円）

連結当期純利益
（単位：百万円）

第14期
’09年3月期

第15期
’10年3月期

第16期
’11年3月期

第14期
’09年3月期

第15期
’10年3月期

第16期
’11年3月期

第14期
’09年3月期

第15期
’10年3月期

第16期
’11年3月期

代表取締役社長

利他主義

常に革進することで、
より多くの人々が心からの「安心」と「喜び」を

得られる社会の仕組みを創る

2011年1月よりコーポレートメッセージを“Enter the NEXT stage”と制定しました。

人々にとって、ネクストが欠かせない存在となる

人々にとって、より良い未来の扉が開かれる 

人々にとって、より良い環境がおとずれる 

ネクストが、未来の扉を開く 

ネクストが、それぞれのライフスタイルにとって身近な存在となる 

ネクストが、人々をより良いライフステージへと導く 

ネクストが、次なる段階に突入する

変更は、今後の成長を見据えた判断であり、飛
躍のための変革とご理解ください。
また、2011年2月には金融情報分野において
「MONEYMO（マネモ）」、医療情報分野におい
ては「eQOL(イコール)スキンケア」のサービス
を開始しました。
地域コミュニティ「Lococom（ロココム）」にお
いては、2011年4月にビジネスモデルの大幅な
変更とシステムの全面的な刷新を行い、iPhone
アプリへの対応も行いました。
これらの結果、当期純利益は1,107百万円とな
り、当期の配当金については、配当性向10%を
目安とし、590円とさせていただきました。

社　是

新コーポレートメッセージとコーポレートロゴ

経営理念

このコーポレートメッセージには、以下7つの意味を込めています。 
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「DB+CCS（　　　　　　　　）で
Global Companyを目指す」を
スローガンに掲げ、動き始めました

当期（第16期）を振り返って、どのような1年でしたか？

データベース＋コミュニケーション＆
コンシェルジュサービス

社長インタビュー

Q1



■ リッテル社の技術を伴った「DB＋CCS」イメージ

ユーザー CCS DB

住

地域

食

金融 働

医療 教育

リッテル社の技術
大容量データの分散処
理技術（Hadoop）
自然言語処理（テキス
ト・データマイニング）
レコメンデーション・エ
ンジン

国内・海外の大量なデータユーザーのニーズに合わせた
最適な情報を抽出

個々人に最適な情報を得られる

最適なデータ

ユーザーのニーズ

売上高
　不動産情報サービス
　　（内、賃貸・不動産売買）
　地域コミュニティ
　その他
　賃貸保証※

営業利益
当期純利益

第16期
（実績）

第17期
（予想） 増減率

10,738

10,407
(7,096)

35

26

268

1,749

1,107

11,739

10,502
(6,596)

928

308

‒

1,372

773

＋9.3%

＋0.9%
（▲ 7.1%）

＋2,539.2%

＋1,048.7%

‒

▲ 21.6%

▲ 30.1%

単位：百万円

※第16期に事業撤退しています。

当社グループは当期より中期経営戦略のスロー
ガンとして「DB+CCSでGlobal Company
を目指す」を掲げました。まず、「DB+CCS」と
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は、簡単に言うと、「今のあなたにピッタリの情
報を届けます」というサービスの実現です。世
の中に溢れる大量の情報を集め、DB（データ
ベース）に蓄積・整理統合し、情報を必要とす
るユーザーに「今のあなたが必要なのは、こう
いう情報ではないですか？」と最適な情報を
勧めるサービス（CCS（コミュニケーション＆
コンシェルジュサービス））です。
これを実現するための核となるのが、潜在的
ニーズに対し、大量の情報から最適なものを
抽出し、提供する技術（レコメンデーション・エ
ンジン）の開発です。そこで、この分野におけ
る先端技術を持つ株式会社リッテルを子会社
化し、2011年4月には当社に吸収合併、リッテ
ル研究所として研究開発を開始しました。

来期は、売上高 11,739 百万円、営業利益
1,372百万円と増収減益を見込んでいます。
不動産情報サービスは、課金形式を変更した
「HOME’S賃貸・不動産売買」が減収となりま
す。そこは早期解決すべき課題だと認識して
います。しかし、1つの施策で劇的に改善する
というものではないため、いくつもの施策の
積み重ね、早期の収益回復を目指します。同
サービスの減収分は「HOME’S新築分譲マン
ション」「HOME’S 新築一戸建て」等、他の
サービスの増収でカバーし、その結果、不動
産情報サービス全体としては増収を見込んで
います。
地域コミュニティに関しては、私が直接指揮を

執り、大幅にビジネスモデルを変更し、単月黒
字化を目指します。具体的には、エリアとジャ
ンルを限定し、まずは、東京23区の飲食店を
中心に顧客開拓を進めます。そして、一定の
成果が得られた後、エリアとジャンルの拡大を
目指していきます。その他の事業に関しては、
金融・医療情報サービスをはじめ、海外展開に
より、増収を目指します。
特に海外展開に関しては、来期より国際事業
準備室を国際事業部と改め、本格的に中国、
ASEAN諸国での事業化に向けて動き始めま
す。まずは、不動産情報サービスを、3カ国程
度で提供していきたいと考えています。

当期は、満足のいく結果とは言えず、株主の皆
様にはご心配、ご迷惑をお掛けしましたことを
深くお詫び申し上げます。しかし、私たちの目
指す方針に間違いはないと考えています。当社
グループ一丸となって、加速度的な成長を実現

させるとともに、利益還元にも努め皆様のご期
待にお応えできるよう、邁進していきます。今
後とも変わらぬご支援を賜りますようお願い申
し上げます。

社長インタビュー

株式会社リッテルをグループ会社化した背景を教えてください。 来期（第17期）は、どのような取組みを進めますか？Q2 Q3

株主の皆様へ、メッセージをひと言お願いします。Q4

■ 



加盟店の声＜抜粋＞
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掲載物件数No.1を目指して特
集 1

加盟店

情報の閲覧
お問合せ

PCサイト携帯・
スマートフォン

お問合せ

物件情報掲載

基本料金・オプション等は
一部有料

ユーザー

無料課金

無料

■ 「HOME’S賃貸・不動産売買」掲載物件数の推移

■ 問合せ課金（賃貸・不動産売買）のイメージ図

2010年3月

※2011年1月より問合せ課金に変更

136万件

月初310万件突破
（月末265万件）

2011年3月

『HOME’S』を見れば必ず見つかる！
なぜ、掲載物件数を最重要指標として
問合せ課金に変更したか？

何度も何度も
シミュレーションを
重ねました

これまでは掲載数に応じて課金していたので、
加盟店は物件を載せれば載せるほど、コストが
かかってしまいました。そのため、すべての物件
を掲載していただきづらく、ユーザーは限られ
た物件の中から探さなければなりませんでした。
私たちは『HOME’S』を見れば日本全国すべて
の物件を探し出せる状態にしたいと考え、掲載
料金は無料で、問合せが発生した際に、その問
合せに対し課金するという新しい仕組みをつく
ることにしました。問合せ課金形式は不動産業
界でも前例のないことだったので、企画から設

ご理解いただくまで
とことん
説明しました

計まで多くの時間を費やしました。特に苦労し
た点は、問合せに対して一体どれくらいの割合
（課金料率）を手数料としていただくかを決める
ときでした。課金料率によって値上がりとなる
加盟店もあれば、値下がりとなる加盟店もあり
ます。すべての加盟店に対して平等な課金料率
を設定するのは困難でしたが、加盟店に納得い
ただけるよう何度も何度もシミュレーションを
重ね、今回の料率とさせていただきました。

『HOME’S』を問合せ課金形式に変更すること
を、お客様（加盟店）に説明し始めた当初は、変
更そのものや、前例のない課金形式への不安
に対する、お客様の反発がかなり大きく、正直
なところ戸惑いました。
しかし、私たちには、お客様を訪問して、固い決
意のもと、必ずお伝えしていたことが2つあり
ます。
１つ目は、この課金形式変更によって『HOME’S』
が実現したい世界観。掲載料金を無料にし、よ
り多くの物件の掲載によって、ユーザーが
「『HOME’S』になければ、他のどのサイトを見
てもない」という世界をつくりたいということ。
2つ目は、これまでの料金体系のように、掲載
物件数によって料金を頂戴するのではなく、
『HOME’S』がお客様に対して、問合せという
価値を生み出した時に、初めてその対価として
料金を頂戴するということ。
この２つをご理解いただくため、何度も何度も
お客様のところへ伺い、とことん説明しました。
しかし、お客様にとっても私たちにとっても、こ

の課金形式はまったくの未知数。今回の課金形
式への変更の時期が引越しシーズンだったこ
ともあり、シーズン中は賃料が高く、問合せが
多い店舗は実質値上げになりました。それで
も、ご理解いただき、引き続き『HOME’S』を利
用してくださっているお客様には、大変感謝し
ています。もっと多くのお客様にご理解いただ
き、お客様と一緒に『HOME’S』の目指す世界
を実現していきたいと思います。

毎月の『HOME’S』に対する支払い金額が増加した
毎月の支払い金額が変動するので広告費を設定しにくい
1件の問合せに対して発生するコストが目に見えて分かるため、店舗スタッフの接客の質
が向上した 
持っている全ての物件を、金額を気にせずに掲載できる

江崎 亜希子 HOME’S事業本部 営業部

諏訪 浩一 HOME’S事業本部 プロダクト開発1部

ユーザーが探している物件は「『HOME’S』を見れば必ず見つかる」「『HOME’S』
に載っていなければどこにもない」世界をつくりたいという強い想いで2011年
1月より問合せ課金形式へ変更しました。これにより、加盟店※は基本料金を支払
うだけで、保有するすべての物件を制限なく『HOME’S』へ掲載できるようにな
り、その結果、ユーザーに多くの情報を提供することができるようになりました。
※加盟店とは、当社が運営する「HOME’S賃貸・不動産売買」に物件情報を掲載する不動産店舗のことを言います。
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アトピー有症者向けケータイサイト特
集 2

0%

頻繁にある

50% 100%

■ 無意識に患部を掻いている人の割合

■ 「掻破記録」コンテンツ

時々ある あまりない 全くない

34.3% 53.2%

8.9%
3.6%

「eQOLスキンケア」で
医療情報分野に進出
なぜネクストが医療情報分野に進出したのか？

QOLを向上させたい

熱意に負けちゃいました

入社当時から、自分と同じように辛い体験をし
ているアトピー有症者のために何かしたいと
いう想いがあり、社内の新規事業提案制度を
利用し、2011年 2月に「eQOLスキンケア」
を立ち上げました。
生まれつきアトピー有症者の私は、幼い頃か
ら良くもなれば悪くもなるサイクルを繰り返
し、社会人1年目にはストレスのせいか、無意
識のうちに掻くこと（掻破（そうは）行動※2）も
増え、これまで以上に症状が悪化しました。
ギリシャ語で「奇妙な」という意味が病名につ
けられているほど、アトピーは現在でも原因が
はっきりしないため、様々な治療が試みられ
ています。その中で、とにかく「効く」と言われ
る方法を自分で調べ、生活環境も変えながら、
2～3年かけて、色々と試してみました。そう
すると、ふと症状が改善されていたのです。こ
の体験の中で、アトピーは何が原因か？ どの
薬が効くか？ 等を追求するよりも、自分の状

態を知り、掻く回数を意識したり、ストレスを
溜めないようにする等、生活環境を整えること
が、QOL向上に大切なのではないかと思いま
した。
当社で事業を立ち上げる際に1,000人にアン
ケートを行ったところ、約9割の方が私同様
「痒くない時でも無意識に掻破行動を取って
いる」という結果が出ました。

横井 謙太郎 新規事業本部 メディカル・ヘルスケアグループ

私たちは、世の中の「不安」「不満」「不便」といった多くの「不」を解消したい
という想いで、事業展開をしています。当期新たに始まった「eQOLスキン
ケア」は、事業責任者である横井の体験をもとにアトピーで悩んでいる人々
のQOL※1を向上させたいという想いのもと、立ち上がった事業です。

※1 QOL：Quality Of Life=生活の質 不快に感じることを最大限に軽減し、できるだけその人が
「これでいい」と思えるような生活が送れるようにすることを目指した考え方のことです。

※2 「掻破行動」とは、医療分野で使われる言葉で、単に痒いから掻く（こする・たたく・むしる）だけでなく、生活の中で習慣化し、癖のよう
に掻いてしまうことを、ひとつの行動としてとらえるものです。

私の体験から、この掻破行動を軽減させること
がQOL向上につながると考え、「eQOLスキ
ンケア」では、「掻破記録」というコンテンツを
設けました。掻破行動の軽減には、無意識に取っ
ている行動を意識することが重要であり、「掻
破記録」では、サイト内の「ガイドキャラ」と会話
しながら気軽に日々の行動を記録し、どのよう
な時に掻破行動を取っているか意識することが
できます。また、同様の悩みを持つユーザーと
交流できる掲示板機能も設けています。
サイトを立ち上げる際、より良いサイト運営を

心掛けるためにも、医療分野における専門的な
アドバイスをしてくれる医師の方が必要である
と考えていました。ある方から、清水良輔先生
を紹介していただき、お話を伺ったところ、「無
意識を意識に変え、現状を把握することで症状
を軽減させる。その結果、QOL が向上する。」
この考え方が一致し、「この人しかいない！」と思
い、ぜひ監修医にと何度も何度もお願いするこ
とで、ようやく引き受けていただけました。
これによって、私たちの目指す世界観を実現
する「eQOLスキンケア」が立ち上がりました。

キャラクターは親身になって他の人が試した様々な対処法等の情
報を提供してくれたり、 感想を聞いてくれたりする。

キャラクターと会話しながら楽しく気軽に日々の行動を記録できる。

私は、元々アレルギー疾患を専門に診察していまし
た。アレルギー疾患であれば原因であるアレルゲ
ンを除去すれば症状は改善するはずですが、アト
ピー性皮膚炎だけはアレルゲンとおぼしきものの
除去を行っても、なかなか治癒せず長期のお付き
合いになってしまいます。多くのアトピー患者を診
察していくうちにアトピーはアレルゲン対策ではよ
くならないのではと考えるようになり、まずは「マン
ツーマン」で向き合い、個々の話を聴きながら一緒
に現状を確認し、その人たちそれぞれの方法でＱ
ＯＬを向上させるお手伝いをするようになりました。

そしてこの度、横井さんから「ぜひ監修医に！」と熱
いオファーをいただき、QOL向上という考え方が
一致したことから、監修医を引き受
けました。「eQOLスキンケア」に連
載している私の経験に基づくコラム
を通じて、アトピーに関する情報を
知っていただければ幸いです。

皮ふ科 しみずクリニック

清水良輔先生
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第16期は主力事業である不動産情報サービスを中心に、
料金体系の変更による物件数増加やスマートフォンアプリ開発による提供デバイスの拡大等、
中期経営戦略に基づき事業を展開してきました。
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●は、「特集」としてP05-08で詳しく取り上げています。
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携
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催
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更
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第16期ネクストの動き



連結財務サマリー

連結貸借対照表の概要 連結損益計算書の概要

連結キャッシュ・フロー計算書の概要

9,870 9,711 

8,185

1,684

342

738

604

6,841

2,869

897

964

1,008

9,870 9,711 

2,661

7,133

69

5

1,355 

8,115 

240

10,779

1,979 1,991

1,026

10,738 

1,749 1,758  
1,365 1,107  

6,488

4,707
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3 392

254

3

660

△ 2,317 △ 124

POINT

POINT

1

POINT

2

POINT

3

POINT

4

資産の部

流動資産

売上高売上高 営業利益営業利益 経常利益経常利益 税金等調整前
当期純利益

当期純利益当期純利益

流動資産

固定資産

流動負債

有形固定資産

無形固定資産

投資その他の資産

固定資産

負債・純資産の部

株主資本※

少数株主持分

固定負債

流動負債
 

株主資本※

 

固定負債

第15期
（2010年3月31日現在）

第16期
（2011年3月31日現在）

（単位：百万円）

第15期
（2009年4月1日から2010年3月31日まで）

第16期
（2010年4月1日から2011年3月31日まで）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

現金及び現金同等物の
期首残高

現金及び現金同等物の
期末残高

（単位：百万円）

POINT1
主な要因は、法人税・配当金の
支払い、新本社オフィス敷金・工
事代等による現預金1,780百万
円の減少、NFS社売却等に伴う
立替金278百万円や貸倒引当
金134百万円の減少によるもの
です。

固定資産POINT2
主な要因は、本社移転に伴う
518百万円の増加、新本社オフィ
ス敷金405百万円の増加やリッ
テル社の株式取得による216百
万円の増加によるものです。

POINT

営業活動によるキャッシュ・フローの増加660百万円、投資活動によるキャッシュ・フローの減少
2,317百万円、財務活動によるキャッシュ・フローの減少124百万円により、第16期における現金及
び現金同等物は1,780百万円減少し、4,707百万円となりました。

売上高・営業利益・経常利益・当期純利益
POINT

負債合計POINT3
主な要因は、NFS社売却等によ
る未払法人税等671百万円、前
受金510百万円、保証履行引当
金141百万円の減少や本社移
転に伴う資産除去債務236百万
円の増加によるものです。

純資産POINT4
主な要因は、利益剰余金985百
万円の増加やウィルニック社の
株式追加取得による少数株主持
分の解消69百万円の減少によ
るものです。※包括利益累計額を差し引いたもの

営業外
収益

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

営業外
費用 特別損失

法人税等
合計

少数株主
利益

賃貸保証事業からの撤退（NFS社売却）等により、売上高は10,738百万円（前期比0.4%減。撤退した
賃貸保証事業を除くと前期比4.7%増）、営業利益は1,749百万円（同11.6%減）、経常利益は1,758百
万円（同11.7%減）、当期純利益は1,107百万円（同7.9%増）となりました。

資産合計

負債・純資産合計

11 12

流動資産

有形固定資産

無形固定資産

投資その他の資産

229

8,759

売上原価

販売費及び
一般管理費

第15期
（2010年3月31日現在）

第16期
（2011年3月31日現在）



第15期株主通信アンケート集計結果のご報告 第16期株主通信アンケートのお願い

第15期株主通信アンケートにご協力いただき誠にありがとうございました。
多くの株主様から貴重なご意見･ご要望を頂戴することができました。
ここに、お寄せいただいた回答の集計結果と主なご意見・ご要望を報告させていただきます。

［アンケート結果は、当社WEBサイトにてご覧いただけます］

http://www.next-group.jp/enquete/result/tsushin15.html

投資家向けサイト（IRサイト）のご案内

Q1 当社の株式を購入された動機を教えてください。（複数回答可）

Q2 （他社含め）株式の購入にあたり、参考にされている情報を教えてください。（複数回答可）
①日経等の新聞 ②四季報 ③インターネット情報 ④株専門誌 ⑤知り合い・証券会社から
⑥会社のＩＲサイト（説明資料等含む） ⑦企業による会社説明会 ⑧その他

Q3 今回の株主通信で必要ないと感じた記事を教えてください。

Q4 株主通信にはどのような情報を希望されますか。

Q5 株主通信の構成について、気になる点はございますか。

Q6 当社が第16期に実施したＩＲ活動で参考になった情報にチェックをし、コメントをご記入ください。

Q8 経営層やＩＲ活動、又はそれ以外のご意見があれば、ご意見のある対象にチェックをし、コメントをご記入ください。

Q7 当社のＩＲ活動でQ6で実施したこと以外でほしい情報・行ってほしい IR活動を教えてください。

13 14

※アンケートに記載いただいた事項は、当社のＩＲ活動の参考にさせていただくものであり、その他の目的に利用するものではありません。
※プライバシー保護のためハガキには、お名前、ご住所、電話番号等の個人情報を記載されないようお願いいたします。

①成長性 ②収益性 ③財務内容（安定性） ④経営理念・方針 ⑤知り合い・証券会社に勧められて ⑥株価（PBR） 
⑦株価（PER） ⑧サービス内容 ⑨その他

①P01 社是・経営理念 ②P02-P04 社長インタビュー ③P05-P06 特集1『HOME’S』を見れば必ず見つかる！
④P07-P08 特集2「eQOL スキンケア」で医療情報分野に進出 ⑤P09-P10 第16期ネクストの動き　
⑥P11-P12 連結財務サマリー ⑦P13 第15期株主通信アンケート集計結果のご報告　
⑧裏表紙 会社概要／取締役及び監査役／株式情報／株主メモ ⑨特にない

①社長の声 ②経営戦略 ③当期業績の説明 ④来期予想の説明 ⑤業績以外のトピックス ⑥業界動向 ⑦その他

①文字が小さい ②内容が理解しにくい ③文字が多い ④専門用語が多い ⑤デザイン・色使いが見にくい ⑥特にない ⑦その他

情報が豊富で勉強になります
大阪など東京以外での個人投資家向け説明会の開催を望みます
株主通信に財務概要がない
他社の決算報告は小さくて読む気がしないが、御社は本も字も大きく簡潔で良い
配当を出さずに再投資にまわして欲しい
これらのご意見をもとに、当期は
「個人投資家向け説明会」を東京のほか、大阪、名古屋、福岡で開催
「第16期株主通信」において、「連結財務サマリー」の掲載
等を行いました。今後も皆様よりいただいたご意見を活かしながら、より良いIR活動に取組んでまいります。

①月次開示 ②個人投資家向け説明会 ③決算ハイライト ④決算説明会の開催（四半期毎） ⑤決算説明会の動画配信 
⑥決算説明会の要旨・Q&A ⑦「ネクストＩＲニュース」の配信 ⑧特にない

①経営層 ②IR活動 ③その他

今後の IR活動の参考にさせていただくため、株主の皆様にはお手数をおかけしますが、
アンケートにご協力くださいますようお願い申し上げます。
アンケートへの回答は、同封のハガキにご記入の上ご投函ください。

「ネクストIRニュース」（メールマガジン）では、迅速に情報発信を行っています。　投資家向けサイト
http://www.next-group.jp/ir/index.html
　個人投資家の皆様へ
http://www.next-group.jp/ir/individual/index.html
　用語集
http://www.next-group.jp/word/index.html

touroku@next-group.jp に「件名：配信希望」として本文なしで
メールをお送りください。

アンケート回答者の属性

主なご意見・ご要望（フリーコメント）

当社では株主・投資家の皆様へ有益な情
報をお届けるためにIRサイトを設けてお
ります。当期は、個人投資家向けサイトや
用語集などのコンテンツも追加いたしま
した。ぜひご覧ください。

年齢 性別 住まい
男性
73.5%

首都圏
29.9%

東海
10.3%

北陸・甲信越
6.8%

北海道・東北
2.6%

北関東
4.3%

九州・沖縄
6.0%

四国
0.9%

中国
5.1%

無回答
6.8%

近畿
27.4%

60代
41.0%

70代
23.1%

30代
9.4%

50代
8.5%

40代
11.1%

女性
23.9%

無回答
2.6%80代

3.4%

無回答
3.4%

登録をご希望の方は、



株式に関するお手続きについて
証券会社をご利用の株主様

口座を開設されている証券会社等に
お問い合わせください。

特別口座に記録された株式をご所有の株主様

三菱UFJ信託銀行 証券代行部に
お問い合わせください。

〒137-8081東京都江東区東砂七丁目10番11号
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部

商　　　 号
WEBサイト
本　　　 社

資　本　金
設　　　 立
従 業 員 数

事 業 内 容

支店・営業所
連結子会社

株式会社ネクスト（NEXT Co., Ltd.）
http://www.next-group.jp/
〒108-0075 東京都港区港南2-3-13
品川フロントビル
1,992百万円
1997年（平成9年）3月
597名／前期比＋18名
（グループ連結、派遣・アルバイト社員含む）

不動産情報サービス
地域コミュニティ
その他
大阪・福岡・名古屋・沖縄
株式会社レンターズ
株式会社リッテル※

※2011年4月1日をもって吸収合併

代表取締役社長   井上　高志
取締役執行役員   森野　竜馬
取締役執行役員   浜矢　浩吉
取締役執行役員   板谷　隆一
社 外 取 締 役   三木谷　浩史※1

常 勤 監 査 役   塚田　滋※2

常 勤 監 査 役   長谷川　隆※2

監     査     役   松嶋　英機※2

 

※1は、会社法第2条第15号に定める社外取締役です。
※2は、会社法第2条第16号に定める社外監査役です。

発行済株式総数／ 187,650株（内、自己名義株式120株）
株主数／ 3,734名 <2010年9月末比+479名>

井上 高志
楽天株式会社
株式会社たぱぐ
ゴールドマン・サックス・アンド・
カンパニーレギュラーアカウント
UBS SECURITIES LLC-HFS CUSTOMER 
SEGREGATED ACCOUNT
モルガンスタンレーアンド
カンパニーインク
日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社(信託口）
野村信託銀行株式会社(投信口 )
プロスペクト ジャパン 
ファンド リミテッド
ザ ベイリー ギフォード ジャパン 
トラスト ピーエルシー

事業年度

期末配当金受領株主確定日

定時株主総会

株主名簿管理人
特別講座の口座管理機関

上場証券取引所

証券コード

公告の方法

毎年4月1日から翌年3月31日

3月31日

毎年6月

三菱UFJ信託銀行株式会社

東京証券取引所　市場第一部

2120

電子公告により行います。
[広告掲載の当社ホームページ]
http://www.next-group.jp/

70,235
30,000
7,858

4,937

4,384

3,031

2,853

2,756

2,330

2,078

37.4
16.0
4.2

2.6

2.3

1.6

1.5

1.5

1.2

1.1

持株数(株 ) 持株比率(%)

大豆油インキで印刷しています

ただし、やむを得ない事由により電子公告
による公告ができない場合は、日本経済
新聞に掲載して行います。

受付時間／土・日・祝日を除く  9:00 ～ 17:00
0120-232-711　

個人その他
102,210株 
（54.5%）

自己名義株式
120株 
（0.1%）

金融機関
11,617株 
（6.2%）

政府及び地方公共団体
8株（0.0%）

金融商品取引業者
3,960株（2.1%）
その他の法人
40,348株
（21.5%）

外国法人等
29,387株（15.7%）

証券コード：2120

掲載物件数No.1を目指して

『HOME’S』を見れば必ず見つかる！
アトピー有症者向けケータイサイト

「eQOLスキンケア」で医療情報分野に進出

第16期 株主通信
2010年4月1日～ 2011 年3月31日

会社概要 株式情報

株主メモ

2011 年 3 月 31 日現在2011 年 3 月 31 日現在

取締役及び監査役 2011 年 6 月 23 日現在

株式に関するお手続きについて

特
集
1

特
集
2

株式の状況

大株主の状況

株式分布状況

1
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4
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